
「食と農林漁業大学生アワード 2020」募集要領 

 

１ 目的 

我が国の農林水産業においては、担い手の高齢化や減少が課題となっていますが、近年、49 歳以下の

新規就農者が比較的高い水準で推移するという明るい兆しも見られます。「食」と「農林漁業」を通じた

「地域」の再生に向けて、次世代を担う若者の取組が、日本の未来に向けた大きな力として注目されてい

ます。  

このような中、大学生の相互の研鑽と連携の強化を促進することにより、我が国の農林水産業、農山漁

村の再生に向けた若者の取組の重要性についての国民的理解を深めることを目的として、「食と農林漁業

大学生アワード 2020」を実施いたします。 

 

２ 実施主体 

主催：食と農林漁業大学生アワード事務局 

 

３ 募集の対象 

食や農林漁業について、自主的な取組を行っている大学生のグループ（学生団体、サークル、研究室等）

であり、令和 2年 11月 28日（土）の前日リハーサル並びに 11 月 29日（日）に開催されるプレゼンテ

ーション審査及び表彰式に参加できるグループを対象とします。 

※全てオンライン（リモート形式）にて実施いたします。 

 

４ 受賞 

農林水産大臣賞 １件 

 ※その他、企業賞等を創設予定。 

 

６ 審査の方法 

（１）審査の流れ 

審査は、書類審査（１次審査）及び表彰式当日の会場でのプレゼンテーション審査（最終審査）により

行います。それぞれの詳細は以下の通りです。 

 

◆ 書類審査（１次審査） 

・ 得票数１～5位の団体をファイナリストに選出します。 

・ 得票数は、一般投票及び書類審査員５名による審査の合計点にて決定します（※１）。 

・ 一般投票はWEB上にて行います。 

※一般投票を実施するため、提出書類のうち②③はWEB上にそのまま掲載いたします。 

 



・ 提出書類は以下の通り。 

提出書類 定型の有無 内容 

① 申込用紙 定型あり 連絡先等を記入。 

② 団体紹介 
定型なし 

（自由形式） 

・ ワード、パワーポイント、手書き、など書式は自由ですが、

PDF形式に変換してご提出ください。 

・ 枚数は３枚以上５枚以内。 

・ 以下の必須項目３点を含めること 

（1） 活動目的や発足のきっかけ 

（2） 活動内容および団体の特徴・ポイント 

・これまでの活動の様子およびコロナ禍での活動の様子につい

ても記載してください。（コロナ禍により学校等から一切の

活動休止が通達されている場合はその旨をご記載ください） 

（3） 今後の展望 

・団体の未来志向をご記入ください。 

・新しい生活様式を取り入れた形であるかどうかは問いません。 

③ 写真または動画 
定型なし 

（自由形式） 

活動状況がわかる写真または動画の提出。 

※写真の場合は４枚以内、動画の場合は 1分以内。 

※写真・動画の両方をご提出いただいても問題ございませ
ん。両方とも掲載いたします。 

 

（※１）書類審査員５名および一般投票による審査の集計方法 

◆書類審査員：一人あたり 35点満点×5名＝175点 

◆一般投票：配点は以下の通り。 

1～5位：5点 6～10位：4点 11～15位：3点 16～20位：2点 21位以下：1点 

 

➢ 満点：180点 

（内訳）書類審査 175点（35点×5名）＋一般投票 5点満点 

➢ 同点 5位の場合は、一般投票数の順位が高いグループを選出する。 

 

 

● 応募の方法  

提出書類（①申込用紙、②団体紹介、③写真または動画）を以下のメールアドレスまで送信願います。 

i. 応募先・お問い合わせ先 

メールアドレス： award@irori-japan.com 

（「食と農林漁業大学生アワード」事務局 担当：遠峰） 



ii. 応募締切 

 令和２年 10月 11日（日）23:59まで 

iii. 応募に当たっての留意事項 

１回に送信する容量は 3MBまでとしてください。3MBを超える場合は、複数回に分けるか、 

オンラインストレージサービス（データ便、firestorageなど）を使って送信願います。 

 

※メールの題名は【大学生アワード応募 グループ名〇〇】と記入ください。 

※個人情報の取扱について 

応募に際し提出いただいた担当者名、連絡先等の個人情報については、応募案件の審査、表彰及びそ

れらに関する諸連絡など、事務局が「食と農林漁業大学生アワード 2020」の実施に当たり、必要な

範囲において管理・利用しますので予めご了承ください。 

 

 

◆ プレゼンテーション審査（最終審査） 

「食と農林漁業大学生アワード」の会場にてファイナリスト 5団体がプレゼンテーションを行います。 

全グループの発表終了後、審査員が厳選な審査を行い、受賞グループを決定します。 

＜注記＞ 

➢ 発表者の人数は１グループあたり３名までとします。 

➢ プレゼンテーションの時間は 7分間、質疑応答は 3分間の予定です。 

➢ 当日の回線状況の悪化リスクを回避するため、プレゼンテーションは前撮りした映像を流しま

す。（※映像はプレゼンテーション審査の数日前に回収予定です。詳しい日程は別途お知らせし

ます）。映像を流した後、リアルタイムにて審査員の質疑にお答えいただきます。 

➢ プレゼンテーション審査の前日に「リハーサル」を行います。必ずご参加ください。 

➢ リハーサルとプレゼンテーション審査はリモート形式にして実施します。 

 

（２）審査の基準 

別紙のとおりの基準といたします。 

※プレゼンテーション審査の審査基準は出場する代表グループのみに通達します。 

 

６ 表彰式 

日 時：令和 2年 11 月 29 日（日）時間調整中 

会 場：オンライン（リモート形式） 

※プレゼンテーション審査の後、審査及び審査発表を経て、表彰式を開催します。 

※開催の詳細は決まり次第お知らせします。 


